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山梨県中小企業団体中央会機関誌

平
成
26
年
度

通常総会であいさつをする内藤会長

謝辞を述べる守屋氏

今月の見どころ 5月の出来事

●時事
集団的自衛権問題

●山梨県中央会ニュース
  9日…ものづくり補助金交付申請説明会
15日…第2回正副会長会議、中央会第1回
　　　 理事会

6月の予定

  2日…平成26年度中央会通常総会
  3日…青年中央会通常総会・講演会
28日…「中小企業の森」整備事業

1面

2面
3面

4面
5面
6面
7面
8面

●第59回山梨県中小企業団体中央会通常総会
　を開催
●平成26年度山梨県中小企業団体中央会表彰
●県内業況と動向について（4月の報告）
●業界の声を取材
●組合活動あれこれ紹介
●事業活動を紹介
●学生企業レポート
●新陳代謝型ものづくり補助金の紹介
●やまなし合同就職説明会2015を開催

　通
常
総
会
の
前
に
開
催
さ
れ

た
表
彰
式
典
で
は
、内
藤
会
長

が
式
辞
と
し
て
、組
合
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
者
と

会
長
表
彰
受
賞
者
へ
の
お
礼
と

労
い
の
言
葉
が
述
べ
た
。

 

続
い
て
、組
合
の
理
事
長
を
退

任
し
た
29
名
へ
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
た
後
、優
良
組
合
と

し
て
企
業
組
合
山
の
パ
ン
屋
桑

の
実
、優
良
組
合
青
年
部
と
し

て
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
青
年

部
に
中
央
会
会
長
表
彰
が
授
与

さ
れ
た
。続
い
て
、組
合
功
労
者

23
名
、青
年
部
功
労
者
4
名
、

女
性
部
功
労
者
1
名
、優
良
専

従
職
員
7
名
に
対
し
て
も
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
た
。（
各
表
彰
者

は
2
面
に
詳
細
）

　ま
た
、受
賞
者
を
代
表
し
て

上
野
原
工
業
団
地
事
業
協
同
組

合
前
理
事
長
の
守
屋
博
文
氏
か

ら
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　表
彰
後
に
は
、来
賓
の
平
出

亘
山
梨
県
副
知
事
、宮
川
典
子

衆
議
院
議
員
、堀
内
詔
子
衆
議

院
議
員
、棚
本
邦
由
県
議
会
議

長
、山
本
知
孝
甲
府
市
副
市

長
、友
好
団
体
を
代
表
し
て
小

林
寛
樹
山
梨
県
商
工
会
連
合
会

会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　内
藤
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
、「
共
同
事
業
に
よ
り
戦
後
の

我
が
国
の
経
済
成
長
を
牽
引
す

る
力
と
な
っ
て
き
た
中
小
企
業

組
合
制
度
も
、近
年
の
大
き
く

変
化
す
る
経
済
状
況
の
中
で
変

革
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。地
域
経

済
を
支
え
て
き
た
中
小
企
業
と

組
合
の
原
点
に
立
ち
返
り
、中

小
企
業
の
事
業
連
携
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
中
小
企
業
の
経
営
を
支

え
る
新
た
な
機
能
と
役
割
を
中

央
会
と
し
て
担
っ
て
い
く
。中
央

会
は
、来
年
度
に
は
創
立
60
周

年
を
迎
え
る
が
、そ
れ
に
向
け

て
、組
合
活
性
化
の
た
め
に
様
々

な
取
り
組
み
を
行
い
、中
小
企

業
の
連
携
組
織
活
動
の
再
構
築

も
目
指
し
て
い
く
。

　本
年
度
、中
央
会
で
は
組
合

支
援
を
通
じ
た
連
携
組
織
対
策

事
業
を
核
と
し
て
、中
小
企
業

の
経
営
資
源
の
要
で
あ
る
人
材

確
保
と
そ
の
定
着
に

向
け
た
労
働
対
策
事

業
、農
業
者
と
食
品

加
工
業
者
・
流
通
業

者
と
の
連
携
を
積
極

的
に
進
め
る「
6
次

産
業
化
」、中
小
企
業

の
新
製
品・新
技
術
の

開
発
や
新
事
業
展
開

を
支
援
す
る「
も
の
づ

く
り
支
援
」な
ど
の

様
々
な
事
業
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、県

内
中
小
企
業
の
ニ
ー

ズ
に
対
す
る
多
面
的

な
経
営
支
援
を
展
開

し
、こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
信
頼
さ
れ
、頼
ら

れ
る
支
援
機
関
と
な

る
よ
う
、全
力
を
傾
注

す
る
」と
述
べ
た
。

　式
典
終
了
後
の
通

常
総
会
の
議
案
審
議

で
は
、平
成
25
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
関

係
書
類
が
承
認
さ
れ
、

続
い
て
平
成
26
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
、賦
課
金
の
改
訂
、定
款
一

部
変
更
等
が
原
案
の
と
お
り
決

定
さ
れ
た
。

　総
会
審
議
の
中
で
、中
央
会

と
し
て
は
22
年
ぶ
り
と
な
る
会

費
の
値
上
げ
が
上
程
さ
れ
可
決

決
定
さ
れ
た
が
、内
藤
会
長
か

ら
は
改
め
て「
事
務
局
職
員
は
、

値
上
げ
し
た
会
費
に
見
合
う
評

価
を
組
合
と
組
合
員
企
業
か
ら

い
た
だ
き
、信
頼
さ
れ
頼
ら
れ
る

中
央
会
と
な
る
よ
う
に
、支
援

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
って
事
業
を
展

開
す
る
よ
う
に
」と
の
指
示
が

あ
っ
た
。

第
59
回 

中
央
会
通
常
総
会
を
開
催

第
59
回 

中
央
会
通
常
総
会
を
開
催

第
59
回 

中
央
会
通
常
総
会
を
開
催

新
年
度
の
事
業
計
画
が
決
定

新
年
度
の
事
業
計
画
が
決
定

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、6
月
2
日（
月
）午
後
2
時
よ
り
昭
和
町

「
セ
レ
ス
甲
府
」に
お
い
て
、第
59
回
表
彰
式
典
及
び
通
常
総
会
を
開
催
し
、会
員

組
合
等
の
関
係
者
、来
賓
、受
賞
者
な
ど
約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。
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i b u k i

息吹
　富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
は
、本
県
に
と
っ

て
喜
ば
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。先
頃
県
が
発
表
し

た
平
成
25
年
の
山
梨
県
へ
の
観
光
客
入
込
調
査
に
よ

れ
ば
、山
梨
県
を
訪
れ
た
観
光
客
は
2
，3
1
5
万

7
千
人
で
、前
年
よ
り
8
・
5
%
増
え
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。地
域
別
に
見
る
と
富
士・東
部
地
域
が
前
年

よ
り
1
3
・
5
%
増
、外
国
人
観
光
客
は
48
万
3
千

人
で
、前
年
よ
り
3
4
・
5
%
増
と
な
っ
て
お
り
、富

士
山
の
世
界
登
録
遺
産
の
効
果
が
顕
著
に
表
れ
た

と
い
え
る
。

　さ
ら
に
、富
士
山
に
次
ぐ
高
峰
で
あ
る
北
岳
を
有

す
る
南
ア
ル
プ
ス
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
に

向
け
た
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
。ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
は
、ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
の一つ

と
し
て
1
9
7
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
、地
域
の
自
然

と
文
化
を
守
り
な
が
ら
地
域
社
会
の
発
展
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、手
つ
か
ず
の
自
然
を
守
り
続
け
る

世
界
自
然
遺
産
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。登
録
さ

れ
る
要
件
に
は
、ま
ず
保
護
地
域
な
ど
自
然
環
境
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
核
心
地
域
、自
然
を
活
用

し
た
環
境
教
育・野
外
活
動・観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
緩
衝
地
域
、人
が
暮
ら
し
て
様
々
な
社
会
活
動
や

企
業
活
動
が
で
き
る
移
行
地
域
の
3
つ
の
地
域
で
構

成
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　南
ア
ル
プ
ス
は
山
梨
県
、長
野
県
、静
岡
県
の
3

県
の
東
西
15
キ
ロ
、南
北
50
キ
ロ
の
広
範
囲
に
わ
た

る
山
岳
地
帯
で
あ
り
、周
り
の
山
々
が
人
々
の
行
く

手
を
阻
ん
で
き
た
。そ
の
た
め
動
植
物
の
多
様
に
富

ん
だ
生
態
系
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。現
在
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
登
録
に
取
り
組
む
自
治
体
は
3
県
10
市

町
村
で
、本
県
で
は
韮
崎
市
、北
杜
市
、南
ア
ル
プ
ス

市
、早
川
町
が
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
る
が
、県
内
の

多
く
の
市
町
村
が
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
な
ど
大

き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
中
で
、富
士
山
に
続
く
本

県
2
番
目
の
ユ
ネ
ス
コ
登
録
は
自
然
保
護
の
活
用
に

よ
り
、新
た
な
地
域
振
興
を
目
指
す
取
り
組
み
と
な

る
。単
に
観
光
客
を
呼
び
込
む
の
で
は
な
く
、立
地
や

自
然
な
ど
特
色
を
生
か
し
た
山
梨
ら
し
い
事
業
展

開
や
新
産
業
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

富士山に続け!  南アルプス

浅
川
　益
幸 

（
一
般
社
団
法
人
い
ず
み
そ
ば
組
合
）

石
井
　瑛
于 

（
上
野
原
織
物
工
業
協
同
組
合
）

江
本
　隆
一 

（
峡
南
林
業
整
備
生
産
協
同
組
合
）

圓
崎
　和
幸 

（
県
南
資
源
循
環
協
同
組
合
）

大
澤
　以
清 

（
協
同
組
合
国
母
工
業
団
地
工
業
会
）

大
村
　春
夫 

（
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合
）

大
森
　武
正 

（
山
梨
県
遊
技
業
協
同
組
合
）

小
川
　利
英 

（
企
業
組
合
か
す
が
い
農
産
物
直
売
所
）

小
俣
　
　孝 

（
大
月
商
店
街
協
同
組
合
）

片
田
　義
光
（故） （
身
延
竹
炭
企
業
組
合
）

北
川
　湜
溥 

（
甲
府
市
廃
棄
物
事
業
協
同
組
合
）

木
村
　勝
幸 

（
都
留
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合
）

小
中
澤
春
男 

（
山
梨
県
環
境
計
量
事
業
協
同
組
合
）

五
味
　政
治 

（
山
梨
物
流
事
業
協
同
組
合
）

佐
藤
　和
彦 

（
富
士
・
東
部
建
設
業
協
同
組
合
）

佐
藤
　孝
之 

（
山
梨
県
森
林
整
備
生
産
事
業
協
同
組
合
）

清
水
　勝
一 

（
山
梨
飲
食
業
協
同
組
合
）

鈴
木
　浩
文 

（
甲
府
菓
子
工
業
協
同
組
合
）

田
中
　奉
文 

（
峡
西
ガ
ス
協
同
組
合
）

辻
　
　太
郎 

（
甲
州
市
管
工
事
協
同
組
合
）

戸
栗
　林
哉 

（
甲
斐
市
管
工
事
協
同
組
合
）

保
坂
　孝
夫 

（
山
梨
県
葬
祭
事
業
協
同
組
合
）

松
村
　公
二 

（
東
日
本
エ
コ
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合
）

三
神
　
　茂 

（
山
梨
総
合
管
財
事
業
協
同
組
合
）

望
月
　
　孝 

（
山
梨
県
印
判
用
品
卸
商
工
業
協
同
組
合
）

望
月
未
知
也 

（
西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組
合
）

守
屋
　博
文 

（
上
野
原
工
業
団
地
事
業
協
同
組
合
）

山
本
　孝
夫 

（一般
社
団
法
人
山
梨
県
測
量
設
計
業
協
会
）

吉
村
　達
夫 

（
大
月
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
販
売
協
同
組
合
）

企
業
組
合
山
の
パ
ン
屋
桑
の
実

山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
青
年
部

石
原
　武
次 

（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

井
上
　
　修 

（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

井
上
　忠
三 

（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

塩
谷
宇
多
和 

（
南
ア
ル
プ
ス
市
管
工
事
協
同
組
合
）

大
宮
　義
郎 

（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
）

大
村
　和
雄 

（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
）

久
保
田
倫
弘 

（
雨
畑
開
発
事
業
協
同
組
合
）

久
保
田
勇
司 

（
山
梨
県
地
質
調
査
事
業
協
同
組
合
）

輿
石
　輝
夫 

（
山
梨
県
学
校
給
食
パ
ン
協
同
組
合
）

斎
藤
　忠
文 

（
山
梨
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合
）

佐
々
木
宏
明 

（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

貴
家
昭
二
三 

（
山
梨
療
術
業
協
同
組
合
）

田
中
　好
輔 

（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

谷
口
　
　昌 

（
市
川
中
央
商
店
街
協
同
組
合
）

中
込
　
　寿 

（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
）

中
山
　敦
美 

（
山
梨
県
漬
物
協
同
組
合
）

野
田
　一
洋 

（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
）

樋
口
　幹
男 

（
朝
日
通
り
商
店
街
協
同
組
合
）

三
浦
　初
子 

（
山
梨
療
術
業
協
同
組
合
）

柳
沢
　明
仁 

（
早
川
砂
利
協
同
組
合
）

山
中
　達
夫 

（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

渡
辺
　栄
一 

（
山
梨
県
財
形
住
宅
協
同
組
合
）

渡
辺
　初
夫 

（
岳
麓
自
動
車
検
査
事
業
協
同
組
合
）

荻
野
　陽
司 

（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
青
年
部
）

柏
木
　浩
司 

（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
青
年
部
）

菅
谷
賢
一
郎 

（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
青
年
部
）

中
山
　
　元 

（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部
）

町
田
美
佐
子 

（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女
性
部
）

井
上
　欣
也 

（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

功
刀
　一
政 

（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

坂
本
　貴
子 

（

都

留

信

用

組

合

）

志
村
　由
香 

（

都

留

信

用

組

合

）

津
金
　一
仁 

（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

森
本
　
　亮 

（
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
）

渡
辺
　勝
子 
（
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組
合
）

● 

感
謝
状（
退
任
理
事
長
）
 

29
名

● 

優
良
組
合

 

1
組
合

●
優
良
組
合
青
年
部

 

1
組
合

● 

組
合
功
労
者

 

23
名

● 

青
年
部
功
労
者

 

4
名

● 

女
性
部
功
労
者

 

1
名

● 

優
良
専
従
職
員

 

7
名

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
感
謝
状

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
感
謝
状

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰

平
成
26
年
度

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
表
彰

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
表
彰
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データから見た業界の動き（平成26年4月分）

平成26年4月平成25年4月

平成26年4月平成25年4月

平成26年4月平成25年4月

業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）

減少
32%

不変
52%

増加
16%

減少
28%

不変
62%

増加
10%

減少
22%

不変
68%

増加
10%

減少
30%

不変
68%

増加
2%

減少
32%

不変
62%

増加
6%

減少
40%

不変
44%

増加
16%

●DI値 ▲24（前年同月比▲8）
●業種別DI値
　製造業 ▲25（前年同月比▲15）
　非製造業 ▲23（前年同月比▲3）
●前月比DI値
　製造業 35ポイント悪化
　非製造業 63ポイント悪化

●DI値 ▲28（前年同月比▲10）
●業種別DI値
　製造業 ▲25（前年同月比▲5）
　非製造業 ▲30（前年同月比▲13）
●前月比DI値
　製造業 15ポイント悪化
　非製造業 30ポイント悪化

●DI値 ▲26（前年同月比▲14）
●業種別DI値
　製造業 ▲35（前年同月比▲25）
　非製造業 ▲20（前年同月比▲7）
●前月比DI値
　製造業 30ポイント悪化
　非製造業 43ポイント悪化

業
界
の
現
況
と
活
動
は
？

　富
士
吉
田
市
で
は
、大
量
消
費
社
会
か
ら
の
脱
却
と
環
境
保

全
の
た
め
に
、平
成
21
年
か
ら
指
定
ご
み
袋
の
導
入
を
行
い
、

ご
み
の
減
量
意
識
の
高
ま
り
を
後
押
し
て
き
ま
し
た
。

　本
組
合
は
、平
成
23
年
に
富
士
吉
田
市
内
の
ゴ
ミ
収
集
・
運

搬
・
処
分
等
を
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
、翌
年
に
富
士
吉
田
市

と
業
務
委
託
契
約
を
締
結
、市
内
の
家
庭
系
一
般
廃
棄
物
の
収

集
運
搬
と
資
源
物
処
理
の
共
同
受
注
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
6
月
に
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
を

受
け
て
、本
組
合
で
は
富
士
吉
田
市
と「
不
法
投
棄
対
策
業
務

委
託
契
約
」を
締
結
し
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
公
益
財
団
法

人
に
よ
る
環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
、吉
田
口
登
山
道

を
メ
イ
ン
に
不
法
投
棄
一
斉
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、不

法
投
棄
物
の
回
収
な
ど
に
も
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、「
災
害
時
に
お
け
る
生
活
系
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
等

に
関
す
る
協
定
」も
締
結
し
て
お
り
、本
年
2
月
の
大
雪
の
際

に
は
、交
通
網
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
中
で
市
内
の
生
活
環
境
の

確
保
を
行
う
た
め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
に
集
め
ら
れ

た
ゴ
ミ
を
ま
と
め
て
回
収
す
る
な
ど
の
協
力
を
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　「富
士
山
」の
世
界
遺
産
登
録
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、本
来
の

自
然
を
守
っ
て
行
く
た
め
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、現
在

行
っ
て
い
る
活
動
に
は
更
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　今
後
も
、周
辺
の
環
境
を
守
る
た
め
の
活
動
と
し
て
、環
境

美
化
ク
リ
ー
ン
作
戦
へ
の
参
加
を
含
め
、清
掃
活
動
や
廃
棄
物

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
処

理
へ
の
対
策
、登
山
者
等
へ

の
マ
ナ
ー
啓
発
及
び
植
樹
活

動
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、不
法
投
棄
の
抑
止

を
行
う
た
め
組
合
員
の
車
両

に
は「
不
法
投
棄
防
止〝
巡
視

中
〞」の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ

て
の
呼
び
か
け
や
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
、家
電
製
品
等
の
不

法
投
棄
物
の
回
収
活
動
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

不法投棄物の回収作業

富
士
吉
田
市
環
境
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　松
浦 

真
吾 

氏

富
士
吉
田
市
環
境
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　松
浦 

真
吾 

氏

　情報連絡員による県内の4月の業況報告で
は、消費税率引き上げに伴う売上の落ち込み
は想定内としているものの、前月比の下落幅
はリーマン・ショックや東日本大震災を上回る
落ち込みとなった。
　製造業は、消費税率引き上げに伴う駆け込
み需要の反動減が顕著となった。
　非製造業も、燃料への環境税の増税、高速
道路の割引率縮小・廃止等による仕入れコス
トの上昇など、消費税以外の負担増が悪化に
拍車をかけた。
　しかし、建設業や宿泊業などは、受注・売上
が堅調に推移しており消費税率引き上げに
よる影響に格差がみられる。
　今後は、消費税率引き上げによる消費
者マインドの低下や原材料価格の高
騰、燃料費の値上げなど、コストアップ
要因や人手不足による受注見送りなど
が懸念される。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告

 

業
界
か
ら
の
報
告

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
ギ

フ
ト
関
係
は
低
調
。大
口
の
ス

ポ
ッ
ト
受
注
が
あ
り
全
体
の

売
上
は
前
年
同
月
比
１
１
４

%
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
デ

パ
ー
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
向
け
が
好
調
で
売
上
は
前

年
同
月
比
1
0
2
%
。

●
食
料
品（
菓
子
）／
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
伴
い
、受
注
減
。

●
繊
維
･
同
製
品（
織
物
）／
裏

地
は
1
割
減
、ネ
ク
タ
イ
は
ク

ー
ル
ビ
ス
を
控
え
厳
し
い
状

況
。イ
ン
テ
リ
ア
関
係
は
前
月

並
み
。

●
木
材・木
製
品
製
造
／
4
月

の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
反
動
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

●
家
具
製
造
／
3
月
ま
で
の
駆

け
込
み
需
要
の
反
動
に
よ
り

予
想
通
り
景
気
は
悪
化
。

●
窯
業・土
石（
砂
利
）／
繁
忙

期
も
終
え
、集
荷
量
も
減
少
。

●
鉄
鋼・金
属
⑴
／
業
況
は
良

く
な
い
が
、昨
年
度
が
悪
か
っ

た
の
で
今
年
は
昨
年
よ
り
は

良
い
。

●
鉄
鋼・金
属
⑵
／
受
注
状
況

は
厳
し
い
。

●
一
般
機
器
／
値
下
げ
要
請
の

動
き
が
あ
り
、価
格
に
見
合
っ

た
仕
事
内
容
で
あ
る
か
を
検

討
。

●
電
気
機
器
／
3
月
に
駆
け
込

み
受
注
が
多
く
、そ
の
反
動
で

4
月
の
受
注
は
減
少
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
3
月
の

駆
け
込
み
需
要
か
ら一転
し
落

ち
込
み
が
み
ら
れ
る
。特
に
、

小
売
部
門
が
顕
著
で
卸
部
門

で
は
高
額
品
が
相
変
わ
ら
ず

好
調
に
推
移
。

■
非
製
造
業
　

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
消
費

税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
売
上

減
。消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
落
ち

込
み
を
懸
念
。

●
小
売（
青
果
）／
市
場
へ
の
入

荷
量
が
増
加
し
て
い
る
た
め

価
格
は
安
定
し
て
い
る
が
、小

規
模
小
売
店
の
売
上
比
率
が

低
下
傾
向
。消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
う
価
格
転
嫁
が
で

き
ず
苦
慮
し
て
い
る
組
合
員

も
い
る
。

●
小
売（
水
産
物
）／
4
月
は
前

年
比
15
%
減
。事
業
継
続
を

断
念
す
る
組
合
員
が
多
く
、

脱
退
者
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク

以
来
の
数
に
な
る
見
込
み
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
消
費
税

率
引
き
上
げ
反
動
に
伴
う
、

売
上
減
。テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
の
主
力
3
商
品
は
前

年
度
割
れ
。

●
小
売（
石
油
）／
4
月
か
ら
の

消
費
税
率
引
き
上
げ
と
石
油

石
炭
税
の
ダ
ブ
ル
増
税
に
よ

り
値
上
げ
と
な
っ
た
が
、消
費

者
の
節
約
志
向
な
ど
に
よ
り

販
売
量
が
減
少
し
各
給
油
所

の
経
営
は
厳
し
い
。

●
商
店
街
⑴
／
消
費
税
増
税
の

影
響
か
ら
か
来
街
者
が
減

少
。

●
不
動
産
取
引
／
消
費
税
増
税

に
よ
り
中
古
住
宅
、中
古
マ
ン

シ
ョ
ン
、建
売
住
宅
の
購
入
者

が
例
年
並
み
に
な
っ
た
が
、宅

地
の
売
上
は
若
干
上
向
き
傾

向
。

●
宿
泊
業
⑴
／
消
費
税
増
税
に

よ
り
需
要
減
。中
国
と
の
外

交
が
冷
え
込
ん
で
い
る
と
思

わ
れ
て
い
る
が
、中
国
か
ら
の

観
光
客
数
は
増
加
傾
向
。

●
美
容
業
／
固
定
客
が
多
い
店

舗
は
消
費
税
増
税
後
も
売
上

に
変
化
は
な
い
が
、固
定
客
が

少
な
い
店
舗
は
売
上
が
減

少
。暫
く
は
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
予
測
す
る
。

●
廃
棄
物
処
理（
産
廃
系
）／
4

月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
い
売
上
が
減
少
す
る

と
予
測
し
て
い
た
が
、思
っ
て

い
た
ほ
ど
落
ち
込
み
は
な
か
っ

た
。

●
警
備
業
／
公
共
工
事
が
継
続

し
て
い
る
た
め
業
界
全
体
で

は
繁
忙
状
況
だ
が
、建
設
業

の
交
通
誘
導
で
は
収
益
が
上

が
って
い
な
い
。

●
建
設
業（
総
合
）／
全
国
的
に

有
効
求
人
倍
率
が
上
昇
し
て

い
る
が
、山
梨
県
の
有
効
求
職

者
数
は
減
少
し
て
お
り
地
域

間
の
雇
用
需
給
格
差
が
拡
大

傾
向
に
あ
る
。

●
建
設
業（
住
宅
関
連
）／
2
月

の
雪
害
に
よ
る
屋
根
等
の
補

修
工
事
依
頼
が
増
加
傾
向
に

あ
る
が
廻
り
き
れ
ず
、職
人
、

資
材
不
足
の
た
め
工
事
の
遅

延
が
発
生
し
て
い
る
。ま
た
、

建
設
資
材
の
値
上
げ
が
続
い

て
い
る
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
既
に
年
内

の
請
負
工
事
は
全
て
決
ま
って

い
る
た
め
、こ
れ
か
ら
入
札
さ

れ
る
仕
事
は
断
ら
ざ
る
を
得

な
い
企
業
も
あ
り
仕
事
を
受

け
て
も
工
期
が
厳
し
く
な
る
。

材
料
や
人
件
費
の
上
昇
も
重

な
り
工
事
単
価
も
上
昇
し
て

い
る
が
、都
市
と
地
方
の
受
注

の
単
価
格
差
が
大
き
く
、工

事
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
な
ど

厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ

て
い
る
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
年
度
替

わ
り
の
た
め
歓
送
迎
会
な
ど

も
あ
り
4
月
の
前
半
は
売
上

が
増
加
し
た
が
、後
半
は
利

用
者
の
減
少
か
ら
売
上
減
と

な
っ
た
。消
費
税
増
税
に
伴
う

資
金
繰
り
が
厳
し
い
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
高
速
道

路
料
金
の
割
引
制
度
の
改
正

に
伴
い
経
費
増
。経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
。

4月分
平成26年

業界
　の声
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介
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I
農
産
物
の
計
画
的
生
産
・
出
荷
を

検
討
す
る
研
究
会
を
開
催

農
産
物
の
計
画
的
生
産
・
出
荷
を

検
討
す
る
研
究
会
を
開
催

農
産
物
の
計
画
的
生
産
・
出
荷
を

検
討
す
る
研
究
会
を
開
催

農
産
物
の
計
画
的
生
産
・
出
荷
を

検
討
す
る
研
究
会
を
開
催

風土記の丘農産物直売所（一般社団法人 中道農産物加工直売組合）

　安
全
・
安
心・
新
鮮
な
農
産
物

等
を
消
費
者
に
提
供
し
、生
産
と

消
費
が一体
化
し
た
産
地
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
風
土
記
の
丘
農

産
物
直
売
所（一般
社
団
法
人
中

道
農
産
物
加
工
直
売
組
合
）で
は
、

直
売
所
で
品
不
足
状
態
と
な
る

冬
期（
12
月
〜
3
月
期
）の
品
揃

え
対
策
の
検
討
を
行
う
た
め
の

「
特
産
品・出
荷
農
産
物
生
産
研

究
会
」（
以
下
、生
産
研
究
会
）を

設
置
し
、定
例
的
に
開
催
を
行
っ

て
き
た
。

　活
動
開
始
か
ら
3
年
目
を
迎

え
た
生
産
研
究
会
は
、組
合
の
生

産
担
当
理
事
2
名
と
甲
府
市
内
の
各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
9
名

の
組
合
員
の
計
11
名
で
構
成
さ
れ
、直
売
所
の
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る

野
菜
の
生
産
や一年
を
通
じ
て
の
店
頭
の
品
揃
え
を
充
実
さ
せ
る

た
め
の
出
荷
シ
ス
テ
ム
構
築
や
栽
培
計
画
の
検
討
を
行
い
、組
合

員（
生
産
者
）に
農
産
物
の
計
画
的
な
生
産
に
つ
い
て
の
提
案
を

行
って
い
る
。

　特
に
、路
地
野
菜
が
不
足
す
る
冬
場
の
品
揃
え
対
策
に
つ
い
て

は
、多
く
の
直
売
所
が
直
面
し
て
い
る
共
通
し
た
課
題
と
な
っ
て

い
る
。当
直
売
所
も
、冬
場
の
品
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
こ
れ

ま
で
は
市
場
か
ら
の
仕
入
れ
に
頼
っ
て
き
た
が
、生
産
研
究
会
に

よ
っ
て
農
産
物
リ
ス
ト
を
作
成
し
、不
足
す
る
野
菜
の
種
類
と
数

量
を
把
握
で
き
た
こ
と
で
組
合
員
に
直
売
所
の
実
態
を
知
って
も

ら
い
、生
産
協
力
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
が
高
ま
っ
た
。

　12
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
不
足
す
る
秋
冬
野
菜（
玉
ね
ぎ
、ご

ぼ
う
、人
参
、山
芋
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、キ
ャ
ベ
ツ
、レ
タ
ス
な
ど
）を
計

画
的
に
栽
培
す
る
た
め
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
を
決
め
、栽
培
の

実
証
設
計
と
併
せ
管
理
生
育

状
況
の
報
告
を
随
時
行
う
な

ど
、問
題
解
決
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
始
ま
って
い
る
。

　ま
た
、当
直
売
所
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
に
つ
い

て
も
、現
在
、最
終
段
階
に
向

け
て
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

お
り
、今
秋
に
は
具
体
的
な

ブ
ラ
ン
ド
名
の
発
表
が
予
定

さ
れ
、今
後
の
展
開
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

研究会で検討してきた資料（25年度）
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P
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梨
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美
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梨
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!

　
　県
産
・
国
産
食
肉
を
P
R
!

山梨県食肉事業協同組合連合会

　山
梨
県
食
肉
事
業
協
同
組

合
連
合
会（
高
野
修一理
事
長
）

は
、昨
年
度
県
内
で
行
わ
れ
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
組

合
活
動
の
P
R
を
行
っ
た
。

　こ
れ
は
、「
平
成
25
年
度
食

肉
情
報
等
普
及・啓
発
事
業
」

「
平
成
25
年
度
食
肉
小
売
機

能
高
度
化
推
進
事
業
」活
用

し
、㈳
日
本
食
肉
協
議
会
、全

国
食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合

会
の
協
力
を
得
な
が
ら
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、25
年

度
も
山
梨
県
産
牛
肉
の
試
食

を
は
じ
め
、山
梨
県
産
食
肉
及
び
国
産
食
肉
に
関
す
る
知
識
の
普

及
を
図
る
な
ど
様
々
な
P
R
事
業
を
展
開
し
た
。

　中
で
も
11
月
16
日（
土
）〜
17
日（
日
）小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

行
わ
れ
た「
県
民
の
日
記
念
行
事
」は
、参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
も
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、組
合
ブ
ー
ス
で
は
試
食
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
山
梨
県
産
特
定
銘
柄
牛
肉・豚
の
焼
肉
の
提
供
を
行
う
と
同

時
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
そ
の
場
で
記
入
い
た
だ
き
回

収
す
る
こ
と
で
来
場
者
と
の
交
流
を
深
め
て
組
合
活
動
の
P
R

を
行
っ
た
。

　ま
た
、パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、食
肉
加
工
品
に
関
す
る
情

報
と
し
て「
食
肉
加
工
品
の
分
類
と
種
類
」「
食
肉
加
工
品
の
製

法
」「
食
肉
の
安
全
管
理・食
肉
の
文
化
」知
識
な
ど
の
情
報
提

供
や
、食
肉
に
関
す
る
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
消
費
者

が
食
肉
を
購
入
す
る
際
の
知
識
の
普
及
を
図
っ
た
。

　な
お
、「
県
民
の
日
記
念
行
事
」で
は
、天
候
に
恵
ま
れ
2
日
間

で
延
べ
4
5
，0
0
0
人
の
来
場
者
が
あ
り
、組
合
ブ
ー
ス
も
多

く
の
人
で
賑
わっ
た
。

　ま
た
、食
肉
業
界
で
は
、全
国

食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会
、

J
A
全
農
な
ど
と
連
携
し
毎
月

29
日
を「
肉
の
日
」と
し
、山
梨

県
内
で
も
14
店
舗（
店
頭
の「
の

ぼ
り
旗
」が
目
印
）で
食
肉
等
の

特
別
販
売（
毎
月
29
日
を
含
む

数
日
間
）日
を
設
け
る
な
ど
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
、消

費
者
が
よ
り「
食
肉
」を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
業
界
全
体

の
取
り
組
み
を
行
って
い
る
。

イベントの様子

多くの来場者で賑わった

産
地
ブ
ラ
ン
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の
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し
て

産
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ラ
ン
ド
の
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目
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し
て

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の

　
　
　
　
　確
立
を
目
指
し
て

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の

　
　
　
　
　確
立
を
目
指
し
て

山梨県絹人繊織物工業組合

　郡
内
地
域
の
織
物
産
業
に
お
い
て
、

新
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。個
々

の
組
合
の
枠
組
み
を
超
え
、O
E
M

か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
す
企
業
グ

ル
ー
プ
の
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　ヤ
マ
ナ
シ
ハ
タ
オ
リ
ト
ラ
ベ
ル
は
、富

士
吉
田
織
物
協
同
組
合（
勝
俣
明
美

理
事
長
）及
び
西
桂
織
物
工
業
協
同

組
合（
槙
田
則
夫
理
事
長
）傘
下
の

11
社
に
よ
り
2
0
1
2
年
9
月
に
設

立
さ
れ
た
。設
立
後
間
も
な
く
、エ

キ
ュ
ー
ト
立
川
に
初
出
展
し
た
と
こ

ろ
好
評
を
得
た
た
た
め
、伊
勢
丹
新

宿
、銀
座
三
越
、第
1
回
フ
リ
ン
ジ

マ
ー
ケ
ッ
ト（
都
留
）、渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
、岡
島
百
貨
店
、阪
神
百
貨

店
、エ
キ
ュ
ー
ト
立
川
、デ
フ
リ
シ
ュ
ー
ル
吉
祥
寺
、あ
べの
ハ
ル
カ
ス

な
ど
、全
国
各
地
に
出
展
し
て
い
る
。

　ヤ
マ
ナ
シ
ハ
タ
オ
リ
ト
ラ
ベ
ル
は
、「
富
士
山
の
ふ
も
と
、ス
ロ
ー

プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
出
会
う
旅
」を
テ
ー
マ
と
し
、『
東
京
か
ら
た
っ
た
1

時
間
の
富
士
山
の
麓
の
富
士
吉
田
市
と
西
桂
町
に
は
、今
も
か
わ

ら
ず
機
織
り
の
音
が
響
き
、や
さ
し
い
布
と
お
い
し
い
も
の
、元
気

な
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
育
っ
て
い
る
。美
し
い
自
然
と
お
い
し
い
水
の

里
で
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
や
さ
し
い
布
た
ち
。そ
ん
な

布
と
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
出
会
え
る
富
士
の
ふ
も
と
へ
ト
ラ
ベ
ル
し
ま

せ
ん
か
』と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　県
外
で
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、商
品

を
手
に
取
っ
た
方
に
産
地
に
行
き
た
い
、そ
の
背
景
を
知
り
た
い
、

生
産
現
場
を
見
て
み
た
い
、作
り
手（
職
人
）の
話
を
直
接
聞
き
た

い
な
ど
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　昨
年
8
月
の
産
地
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
グ
ラ
フ
ィッ

ク
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
、mill design studio

に
よ
る
新
し
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
3
月
に
作
成
さ
れ
、

各
社
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
全
面

に
押
し
出
し
た
商
品
展
開
を

次
々
と
行
って
い
る
。

　ク
ー
ル
ビ
ズ
、ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の

影
響
に
よ
り
ネ
ク
タ
イ
市
場
は

縮
小
し
て
い
る
が
、産
地
の
若
手

の
や
る
気
が
突
破
口
と
な
り
、製

品
販
売
だ
け
で
な
く
観
光
ま
で

も
含
め
た
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

渋谷ヒカリエの展示
（写真提供：富士工業技術センター）

作り手を前面にPR
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ェ
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ェ
ス
タ
が
大
盛
況

畳
の
日
フ
ェ
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畳
の
日
フ
ェ
ス
タ
が
大
盛
況

　山梨県畳同業組合連合会

　
山
梨
県
畳
同
業
組
合
連

合
会（
権
正
高
夫
理
事
長

　
10
組
合
74
名
）で
は
、4

月
29
日
の
緑
の
日
に
あ
わ

せ
て
畳
の
良
さ
を
県
民
に

P
R
す
る
事
業
と
し
て

「
畳
の
日
フ
ェ
ス
タ
」を
甲

府
市
で
開
催
し
た
。

　
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
組

合
の
役
員
を
中
心
に
組
合

員
22
名
が
協
力
し
、J
R

甲
府
駅
南
口
で
香
り
の
良

い
イ
草
と
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
通
行
者
に
配
布
し
な

が
ら
隣
の
山
交
百
貨
店
で
行
う
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
、山
交
百

貨
店
催
事
場
に
は
子
供
90
人
を
含
む
親
子
連
れ
2
0
0
名
以
上

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
は
畳
職
人
で
あ
る
組
合
員
が
サ

ポ
ー
ト
し
、子
供
た
ち
が
自
分
で
絵
を
描
き
彩
色
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
縁
を
使
っ
た
畳
ク
ッ
シ
ョン
の
製
作
、10
〜
15㎝
程
度
の
ミ
ニ
畳

の
製
作
な
ど
を
行
っ
た
。畳
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
製
作
は
若
手
組
合
員
か

ら
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
て
今
回
初
め
て
実
施
、ミ
ニ
畳
製
作

は
待
ち
時
間
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
あ
っ
た
。同
時
に
、付
き
添

い
の
大
人
た
ち
に
は
真
新
し
い
イ
草
の
香
り
が
高
い
特
設
の
和
室

で
抹
茶
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
な
ど
、「
子
供
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、大
人
に
は
畳
の
良
さ
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
」と
いっ
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
と
な
り
、子
供

か
ら
も
大
人
か
ら
も
大
好
評
で
あ
っ
た
。

　
権
正
理
事
長
は「
畳
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
と
いっ
た
新

企
画
も
あ
り
事
前
準
備
は
大
変
だ
っ
た
が
、畳
の
良
さ
を
十
分
に

P
R
す
る
こ
と
が
で
き
畳
は
日
本
特
有
の
夏
の
高
温
多
湿
と
冬

の
乾
燥
寒
冷
と
い
う
風
土
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
湿
度
調
節

機
能
を
持
っ
た
世
界
中
で
日

本
に
し
か
な
い
建
材
で
も
あ

り
日
本
人
の
生
活
環
境
が

変
化
す
る
中
で
畳
を
使
っ
た

部
屋
は
減
り
つ
つ
あ
る
が
、

抗
菌
や
防
臭
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
畳
文
化
を
守

る
た
め
に
も
、畳
の
日
フ
ェ
ス

タ
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。」

と
語
って
く
れ
ま
し
た
。

特設和室での抹茶サービス
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工
業
系
高
校
生
へ
の

溶
接
技
術
教
育
へ
の
サ
ポ
ー
ト

関
東
大
会
で
韮
崎
工
業
高
校
生
が
連
覇
、上
位
独
占

一般社団法人 山梨県鉄構溶接協会

　一般
社
団
法
人
山
梨
県
鉄
構

溶
接
協
会（
中
出
英
三
会
長
）

は
、業
界
の
溶
接
技
術
者
の
育

成
、溶
接
技
術
の
向
上
に
関
わ

る
支
援
事
業
の一環
で
、全
国
で

も
い
ち
早
く
業
界
の
将
来
を
担

う
高
校
生
の
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。県
内
の
工
業

系
高
校
と
連
携
し
、高
校
生
お

よ
び
教
員
に
対
す
る
溶
接
実
務

研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た
協

会
主
催
の
溶
接
競
技
会
は
、高

校
生
の
日
頃
の
学
習
成
果
を

発
揮
す
る
場
と
し
て
定
着
し
て
き
て
お
り
、今
年
も
6
月
7
日
に

第
6
回
山
梨
県
高
校
生
溶
接
競
技
会
を
開
催
し
、上
位
2
名
を

来
年
4
月
に
行
わ
れ
る
関
東
甲
信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

に
、山
梨
県
代
表
と
し
て
派
遣
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
昨
年
6
月
に
開
催
し
た
第
5
回
大
会
で
は
、韮
崎
工
業
高
校

の
志
村
優
太
選
手
が
優
勝
、瀬
川
真
暉
選
手
が
準
優
勝
し
、今
年

の
4
月
26
日
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
第
5
回
関
東

甲
信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
お
よ
び
今
回
初
の
開
催
と
な
っ

た
全
国
選
抜
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
に
山
梨
県
代
表
と
し
て

参
加
し
た
。関
東
大
会
は
11
都
県
の
代
表
22
名
が
参
加
、全
国
大

会
は
関
東
大
会
の
上
位
2
名
と
全
国
各
地
区
の
代
表
15
名
が
参

加
し
て
技
術
的
に
高
水
準
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。関

東
大
会
で
は
瀬
川
選
手
が
最
優
秀
賞（
1
位
）、志
村
選
手
が
優

秀
賞（
2
位
）を
受
賞
し
、全
国
大
会
で
は
瀬
川
選
手
が
2
位
、志

村
選
手
が
3
位
と
好
成
績
を
収
め
た
。

　
山
梨
県
代
表
は
関
東
大
会
に
お
い
て
大
会
第
1
回
か
ら
2
位
、

3
位
、2
位
、昨
年
度
は
優
勝
、そ
し
て
今
回
は
1
位・2
位
を
独

占
と
い
う
好
成
績
を
収
め
、年
々
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
る
。こ
の

好
成
績
は
、高
校
生
自
身
の
日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
成
果
で
あ

る
と
と
も
に
、大
会
前
の
事
前
講
習
会
で
の
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
技
術
実
技
指
導
や
会
場
機
器
な
ど
の
借
用
料
、材
料

費
の
負
担
を
は
じ
め
と
し
た
協
会
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
今
後
も
協
会
は
、高
校
と
連
携
し
な
が
ら
、業
界
の
す
そ
野
の

拡
大
と一層
の
技
能
向
上
、普
及
推
進
に
向
け
て
活
動
し
て
い
く

中
で
、高
校
生
が
関
心
を
持
ち
さ
ら
に
は
溶
接
の
資
格
を
取
得
し
、

県
内
業
界
各
社
に
就
職・定
着
で
き
る
流
れ
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

畳クッションの製作に取り組む子供たちと組合員

通常総会終了後のフロー図
通常総会開催　→　通常総会議事録の作成
　　↓　
理事会開催　　※役員改選（代表理事、副理事長、専務理事等）を行った場合 
　　↓　
役員改選を行った場合　→　役員変更届出書・理事会議事録の作成

●変更登記が発生する場合
…　登記事項の内、定款記載事項（名称、主たる事務所、事業、公告の方法、出資・１口

の金額、出資払込の方法、地区）に変更が生じた場合は、所管行政庁へ定款変更
認可申請を行い、認可後２週間以内に変更登記を行う。

…　代表理事の変更は、就任日から２週間以内に変更登記を行う。
　　※同一人物が留任しても変更登記が必要となる。

●定款変更を行っている場合
…　所管行政庁に、
①定款変更理由書
②定款変更条文新旧対照表

③総会・議事録の謄本を提出
※通常総会終了後、２週間以内に、「決算関係書類・事業報告書・総会議事録」を所
管行政庁へ提出。

●所管行政庁への提出書類
①決算関係書類提出書　
②決算関係書類
　（財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案又は損失処理案
③事業報告書
④総会議事録の謄本
※所管行政庁への決算関係書類の提出を忘れずにお願いします。職権解散の対象と
なります。

通常総会終了後の
事務手続きの流れ

　組合等の通常総会終了後、限られた期間内で事務処理（議事録の作成や役員。改選に伴う書類作成など）を行うため、組
合事務は多忙な時期を迎えます。
　遅滞なく事務手続きが完了できるよう、下図〈通常総会終了後のフロー図〉を参考に適切な事務処理を行ってください。
　なお、書類作成等で分からないところがありましたら中央会指導員にお聞き下さい！

山梨県中小企業団体中央会
　〒400-0035　甲府市飯田2-2-1中小企業会館4Ｆ
　Tel 055-237-3215　FAX 055-237-3216　
　http://www.chuokai-yamanashi.or.jp

お
問
い
合
わ
せ

山梨県教育委員会での報告会



第三種郵便物認可　平成26年６月１日（日曜日） 中小企業タイムズ（6）

▶学生　会社の概要と事業内容について教えて下さい。

▶経営者
　古名屋は明治45年に創業し、今では100年の歴史を超
えるまでに至りました。現在の主な業務内容としてはホ
テル業をメインとして、宿泊、レストラン、宴会、ブライダ
ルを行っています。また、外部の事業所として、ゲストハ
ウスウエディング会場やワイナリーなどの運営も行って
おります。

▶学生　求める人材像とは?

▶経営者
　古名屋自体の存在理由とその目的として「古名屋フィ
ロソフィー」（企業理念)というものがあります。それは
「古名屋は人と人との結びつき出会いに感謝し、歓喜と
感動を創造して、縁する人々の幸福を実現していきま
す。」そして、「地域になくてはならない、歓喜、感動、創造
企業として、各自が明るく元気に、爽やかに自己成長す
ることを目的とします。」といったものです。この企業理
念に共感、そして応えられるような人材を求めています。
また、古名屋では「幸福の実現=自己成長」と考えており、
縁する人々の幸福、そして自らの幸福のためには自己成
長が必要だと考えています。求める人材ということであ
れば、自己成長を目指す人であるということも重要に
なってきます。

▶学生　従業員に持っていて欲しい意識はありますか?

▶経営者
　古名屋には新入社員の勉強会というものがあります。
そこで私はある問いかけをします。それは「皆さんは将来
幸福になりたいですか?」というものですが、もちろん不

幸になりたい人はいませんから、皆さん手を挙げますよ
ね。そうなった時に、あなたにとっての幸せってなんです
か?ということになってくるわけです。一人一人の幸せの
形というものは同じではないわけで、お金持ちになりた
いという人もいれば、素敵な人と結ばれたいという人も
いるというように、幸せの価値観はそれぞれ異なってい
ます。ただ、全員に共通して言えることは、今日より明日
が、今よりも未来が良くなることを望んでいるということ
です。では未来を良くするためにはどうすれば良いのか
という時に、先程お話した自己成長の意識というものが
大切になってきます。
　具体的に自己成長するためにはどういったプロセスが
必要かと言うと、何か成し遂げたいことがある場合、まず
は自分で調べたり、その事について詳しい人に聞いたり
します。次に、実際にやってみる。そうすると結果はどう
であれ、人はやってみた過程を通して様々なことを学び
ます。そういう「聞く・やる・学ぶ」という連続性を大切に
していけば、おのずと自己成長がなされ結果として幸福
の実現へと繋がるのです。
　私は自らが幸福であることで初めて、お客様を本当
の意味で幸福にすることができると考えています。です

から、社員には幸福へと繋がる自己成長のための「聞
く・やる・学ぶ」という意識を持っていてもらいたいと思
います。

▶学生　社長の考える「おもてなし」とは?

▶経営者
　自らが相手に対して、こうしてあげたいと自発的に思
えるのかどうかが大切になってくると思います。この、自
発的が大事で、仕事だからやっていると思っている以上
は、どれだけ素敵なサービスをしていても、それは本当の
意味でのおもてなしとはいえないと思います。「利他の精
神」という言葉があって、反対の意味を持つものとしては
利己の精神ということになるのですが、この考えが大切
になってくると思います。相手が喜んでも本来は自分が
得するわけではありませんが、利他の精神を持つことが
出来れば、相手の喜びも自分の喜びとすることができて
きます。そして、利他の精神を持って相手の喜びが自らの
喜びとなり、相手に喜んで欲しいと思って行動したとき
が、本当の「おもてなし」というものではないでしょうか。

　このコーナーは、学生が県内企業の経営者を訪問し、企業の経営実態や求め
ている人材等について直接聞き取ることにより、学生と企業の相互理解を促進
し、雇用のミスマッチ等を解消することを目的としております。

学生企業レポート学生企業レポート 第 20 回
経営者に 聞きました!

常在初心をモットーに常在初心をモットーに
経営者 学 生

株式会社 古名屋
代表取締役

伴野 公亮 氏

山梨学院大学
現代ビジネス学部

2年　武川 昌生 さん

▶第20回目となる今回は、山梨学院大学 現代ビジネス学部 2年 武川昌生さんが、株式会社 古名屋 代表取締役 伴野公亮氏 を取材しました。

取材を終えて…

　経営者の方への取材ということで、緊張を抱えたまま当日を迎えましたが、社長
さんがとても気さくで楽しい方だったこともあり、終始和やかに取材を進めること
ができました。また、今回取材を通してお話をさせていただく中で、自分自身考えさ
せられることや、学ぶことが本当にたくさんありました。その全てを記事としてレ
ポートに載せることができないのが非常に残念ですが、話して頂いた貴重なお話の
数々は自分の財産として胸にしまっておきたいと思います。
　最後に、レポートの内容を記事に起こすにあたって、本来、字数制限のある記事の
場合、内容の要点だけを抜き出して、例え話などは割愛するのが常ですが、私はこのレポートを読んで下さっている方に社
長さんの人柄をできるだけ伝えたいと思ました。そこで、インターネットで調べれば出てくる情報である会社概要等は簡
素にまとめさせていただき、代わりにそれ以外の内容を出来る限り充実させる形で記事としてまとめました。

金川の森｢中小企業の森｣の整備作業　～ご案内～金川の森｢中小企業の森｣の整備作業　～ご案内～
中央会創立50周年を記念し、｢金川の森｣に植樹した中小企業の木々も元気に育っております。
当会では昨年に引き続き、下刈り等整備作業を実施し、その育成に努めていく予定であります。
本年は次のとおり計画しましたので、ご参加をお願い致します。

山梨県中小企業団体中央会　連携支援観光課
TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216

●詳細つきましては、中央会（連携支援観光課）まで問い合わせ下さい。
　皆様のご参加をお待ちしております!!

受付は8：30から、植樹会場で開始します。
当日は作業のできる服装でお越し下さい。
天候の状況によりましては、雨具もご用意下さい。
草刈りかまは、各自でご用意下さい。

平成26年 6月28日（土）
9：00～   セレモニー開会（小雨決行）
　　　　　 草刈り終了後、昼食配布、解散となります。

金川の森（笛吹市一宮町国分1162-1）

日　時

場　所

問い合わせ

えにし
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 1.事業目的
　中小企業・小規模事業者が保有する老朽化設備の新陳代謝を促進す
るため、金融機関から借入を行い、老朽化に対処した大規模設備投資
を行う場合、金融機関のモニタリング実績に応じ、借入額の1%相当
を上限に設備投資費を補助します。

 2.補助対象者
　日本国内に本社を現に有する中小企業者
※中小企業者とは、「中小企業の新たな事業活動の促進に関する法
律」第2条第1項に規定する者をいいます。

 3.補助対象要件
　中小企業・小規模事業者が以下の要件を満たす設備投資を行う場合、
金融機関からの借入額の1%相当を上限に設備投資費を補助します。
⑴老朽化設備を更新・増強するために同種の新たな設備を取得する
こと。

⑵金融機関から設備投資計画に係る設備資金の調達を行うこと。
⑶当該企業にとって大規模な設備投資（総設備投資額が総資産の
15%超の設備投資）であること。

⑷金融機関から事業計画書の策定支援及び融資に係るフォローアッ
プを受けること。 

⑸他の補助金を併用しないこと。

 4.補助率 
　設備資金のうち、金融機関からの借入額の1%以内

 5.募集期間
　平成26年3月20日㈭～平成26年9月12日㈮〔当日消印有効〕
※本補助制度は随時公募とし、公募期間中であっても予算がなくなり
次第終了となります。

 6.事業スキーム

 7.お問い合わせ
　新陳代謝型ものづくり補助金事務局
　TEL 0570-550-595　ナビダイヤル（有料）

　※PHS、IP電話からのお問い合わせ先はこちら↓
　TEL 03-5360-7530

　※お問合せ時間：10：00～12：00、13：00～17：00
　　　 　　　　　　月曜～金曜（祝日除く）

　本事業は、中小企業・小規模事業者の方が保有する老朽化設備の新陳代謝を図るため、金融機関から借入を行い、
老朽化に対処した大規模設備投資を行う場合に借入額の1%を上限として補助するものです。

～新陳代謝型設備投資促進事業補助金のご案内～

老朽化した大規模機械装置の入替をお考えの方に
平成25年度補正

平成26年7月から協会けんぽの

　協会けんぽでは、加入者・事業主の皆さまにご記入
いただく各種申請書等を「見やすく」「わかりやすく」
「記入しやすく」するため、平成26年７月から様式を
新しくします。

注）申請書はイメージです。記載内容が変わる可能性もあります。

申請書等の様式が
変わります
申請書等の様式が
変わります

文字を見やすくしました
読みやすさと誤読を防ぐために
工夫された文字を使いました。

ポイント

レイアウトを工夫しました
記入欄を見やすく大きくして、記入漏
れが少なくなるよう工夫しました。

ポイント

説明を分かりやすくしました
申請に必要な添付書類や、支給要件
などを説明した「記入の手引き」を
ご用意しました。

ポイント
記入例を見やすくしました
記入の漏れや誤りを防ぐため、記入
例のポイントを絞り、特にご注意い
ただきたい点を目立たせました。

ポイント

〒400-8559　甲府市丸の内3-32-12 甲府ニッセイスカイビル7階　
☎055-220-7750㈹　8：30～17：15（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）

国 補助金助成 全国中小企業団体中央会
〈基金創設〉

③補助対象中小企業・
　小規模事業者の通知
⑬事業進捗完了報告

④交付決定通知
⑦補助金支払い
　（1回目・融資直後）
⑭事業進捗報告の完了通知
⑯補助金支払
　（2回目・事業進捗報告後）

⑥補助金請求
　（1回目・融資直後）
⑮補助金請求
　（2回目・事業進捗報告後）

新陳代謝型
ものづくり補助金

事務局

中小企業・小規模事業者

①融資申込み・計画策定支援
⑤融資契約の締結
⑪事業進捗報告書
　（フォローアップ報告書）
　の作成

⑧設備投資完了確認
⑩フォローアップ
　（融資1年後）

②補助金交付申請
⑨設備投資完了確認報告書
⑫事業進捗報告

金融機関
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編集後記
　梅雨の時期となりましたが、体
調の管理に気をつけましょう。
　また、通常総会終了後の届出
書類の整備につきましては、お忘
れのないようお願いします。
　ご不明な点がございましたら、
本会指導員までご相談下さい。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

※審査の結果によっては、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

くわしくは山梨中央銀行の窓口またはフリーダイヤルへどうぞ

0120-201862
ふ　  れ　あい   ハ　 ロー　 に

照合コード

9
受付時間　月曜日～金曜日　9:00～17:00（ただし、祝日・12/31～1/3は除きます。）

中小企業者のための共済事業
共済にかけて安心　伸びゆく企業
普通・総合・新総合火災共済

皆様の財産を火災や自然災害等からお守りする共済制度です。

生命傷害共済
病気・けが等により死亡や、けがによる入・通院費用等を保証する共済制度です。

休業補償見舞金共済
災害等によって休業した場合にその損失を補償する共済制度です。

医療総合保障共済
医療（病気・けが）共済とがん共済をセットした共済制度です。

当組合は、中小企業とその経営者・従業員の方々を
対象とした共済事業を行っております。

３つの特色で皆様の企業をパワフルにバックアップします。

●安い掛金　●迅速な支払　●剰余金は契約者に還元

山梨県火災共済協同組合
山梨県中小企業共済協同組合

甲府市中央1-12-37　IRIXビル3階
TEL（055）235-7564　FAX（055）235-7538

　政府は、4月29日付で平成26年春の
叙勲受章者を発表した。山梨県関係の
受章者は42人が受賞し、組合関係者か
らは旭日双光章に志村武彦氏（山梨県
菓子工業組合理事長）が受賞した。
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叙
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旭
日
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　中央会は、5月28日（水）に甲府
市「ベルクラシック甲府」において
「やまなし合同就職説明会2015」
を開催した。
　この説明会は、県内の中小企業
が優秀な新卒学生を採用できるよ
うに開催し、来年3月に大学・短大･
専門学校等を卒業予定の学生等と
その学生等の採用を検討している
中小企業70社と200名を超える学
生等が参加した。
　参加した学生等は、自らの希望

職種を求め幾つもの企業ブースを回り、仕事の内容や経営状況等の説明を熱心に聞いたり自己
PRを積極的に行っていた。
　また、参加した中小企業の採用担当者からは、コミュニケーション能力の高い学生に多く参加し
て欲しいとの要望も出されていた。
　この説明会は、学生に新規学卒者の採用意欲のある県内中小企業の魅力を理解してもらい、
企業選択の範囲を広げることを目的に、本会が昨年度より取り組んでいる「地域中小企業人材確
保定着支援事業」の一環として開催した。
　また、中央会では山梨県から委託されている「中小企業情報発信支援事業」においても同様の
説明会の開催を予定しており、2つの事業で行う説明会の名称を「やまなし合同就職説明会
2015」に統一し、企業の採用と学生の就
職活動の機会を増やすことで、マッチング
の効果を高めている。
　次回以降の説明会は、6月25日（水）、7
月25日（金）、8月26日（火）、10月8日
（水）、11月6日（木）、12月10日（水）、2
月17日（火）に甲府市「ベルクラシック甲
府」を会場として開催する予定。説明会へ
の参加企業を随時募集していますので、新
卒学生の採用希望のある企業は、以下ま
で問い合わせ下さい。

　問い合わせ
　　山梨県中小企業団体中央会　労働課　合同説明会担当　　TEL 055-237-3215

やまなし合同就職説明会2015の開催やまなし合同就職説明会2015の開催
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エコ運転　富士と一緒に　我らの遺産
平成25年度環境標語最優秀作品

（一社）山梨県トラック協会・（公社）全日本トラック協会・後援／山梨県　関東運輸局山梨運輸支局
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